
令和7年9月30日

取組状況

1
区市町村及び地域の関係機関と
の連携体制の確保について

・自立支援協議会へ運営委員として参加
・区関係機関との各種会議への参加
世田谷区就学支援委員会、自立支援協議会、不登校・ひきこもり支援部会、子ど
も・若者支援協議会、要保護児童支援協議会（地域・全区）、DV防止ネットワーク
代表者会議、乳幼児期支援機関連絡会、げんき・うめとぴあ連絡会等

2
専門的な発達支援及び家族支援
を提供する体制の確保について

・子ども一人ひとりについて管理職を含む多職種の会議体による支援方針の検討
・保育士、公認心理師、言語聴覚士、作業療法士及び特別支援教育士等の連携によ
る子どもの特性に応じた多様な支援計画の作成と個別・集団療育の実施
・学習面で課題のある子どもに対する「学び方療育」
・作業療法士、言語聴覚士によるアセスメント
・児童精神科医による医療相談
・年長幼児の保護者を対象とした就学相談説明会の開催
・保護者を対象としたペアレント・プログラム、学習会、茶話会及びグループワー
ク等の実施
・療育終了後のフォローの充実
・療育実践研究会による職員研修
・外部研修への参加、Ｅラーニングの活用など自己研鑽の推奨

Ⅰ　地域の障害児通所支援事業所との連携体制

・地域別児童発達支援事業所連絡会への参加
・児童支援事業所ぷらみんぽーととの密接な連携
・区内支援機関との連携の基盤づくりを目的とした「参加型学習会」の開催
・発達障害理解のための講演会の開催

Ⅱ　インクルージョンの推進のための体制

・区からの委託による巡回訪問の実施（保育園・幼稚園177園、352回　新BOP29
回）
・保育園・幼稚園、新BOPなど発達障害にかかる関係機関の職員を対象とした研修
会の開催（年９回）
・保育園・幼稚園の職員・保護者、PTA、関係機関等への出前型講演会の開催（年
17回）
・学校等の研修会や研究会への講師派遣（年６回）
・保護者から承諾を受けたのちの、園・学校見学、就園・就学先との連携
・保育士養成大学からの保育実習受け入れ

Ⅲ　早期の相談支援等を行うための体制

・同一事業所が施設機能の一つとして障害児相談支援事業所に指定
・区からの委託による発達障害にかかる一般総合相談事業の実施
・世田谷区保健センター専門相談課　乳幼児育成相談係との連携
・世田谷区発達支援コーディネーターとの連携

4 取組みの公表について
・毎年６月に療育事業を含む事業報告書を発行し区内関係各所に配布
・事業所HP、広報誌「G-press」などによる事業活動の周知・普及

5
第三者評価等、外部の評価機関
による外部評価の受審について

・令和６年度子ども家庭庁ガイドラインに基づく自己評価の実施、および実施時に
おける外部有識者から意見を聴取
・令和４年度福祉サービス第三者評価受審済み
・令和７年度福祉サービス第三者評価受審予定

令和６年度　中核機能強化（事業所）加算における地域の障害児に対する支援体制の状況及び

中核機能としての体制の確保に関する取組の実施状況（児童発達支援・放課後等デイサービス）

3

障害児通所支援事業所との連
携、インクルージョンの推進、
早期の相談支援等の中核的な役
割を果たす機能と体制の確保に
ついて

項目

法 人 名　世田谷区
事業所名　世田谷区発達障害相談・療育センター
所 在 地　世田谷区大蔵２－10－18


